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表紙絵  清原 嘉彦 

 

ジャカルタのビズネス・センターの一部を、ヒルトンホテル・アパートの一室からスケッチ

しました。毎日見てます普通の景色ですが、一つ一つ観察しますとデザインも日本的でなく、

欧州やその他の地区の物が多く、この街もインターナナショナルへ脱皮中です。資源を背景

に、益々グローバルに発展する事でしょうね。 
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はじめに 

 

そもそも「インドネシア専科」を冊子にするにあたっては既に HP で公開している原稿が既にあるから白紙

に印刷し直すだけの簡単なことであるはずであった。しかし冊子にする以上は校正を重ねた。実際に校正を

始めると液晶画面では見過ごしていた多くの訂正箇所があった。昨年 6月に「風土編」刊行以来、遅々として

作業が進まない中で、ようやく今回「経済編」第 6巻にたどりついた。 

ところで今回の経済編については単なる校正でよいかどうかは初めから問題であった。何故なら HP 経済

編の記載内容は 10 年以上前のものである。それからインドネシア経済は大きく変わった。特に 1997 年の通

貨危機に始まる経済危機はインドネシア経済に大変動をもたらした。この辺の事情をカバーしようと思えば、

校正というより今日のインドネシア経済事情を反映した全面的書き直しが必要である。 

しかしインドネシアから遠ざかること十有余年、インターネットのみの情報源では現実経済を把握しきれな

い。最近のインドネシア資料がありそうな図書館へ出かけるのも大儀である。経済に数字はつきものであるか

ら、原稿の数値はせめて最新のものに置き換えたいと努力したが、これも途中であきらめた。 

刊行を引き伸ばしている間に催促があったので経済編の刊行をしぶる理由を言ったが、10 年前の経済情

勢でもそれなりの価値があるとの励ましに甘えて乗ることにした。 

試行錯誤の末、項目もそのままにし、たどりついたのは国語の改良にとどまった。この点を最近の経済事

情を知ろうと本書を紐解く人には初めにお断りしておきたい。 

 

2008年 2月  著者しるす 
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編者前書き 

2018 年に亡くなった大槻重之さんから、この「インドネシア専科」をもう一度インターネットに挙げてほしいと

生前依頼されたのでここに編集して掲載するものである。 

編集にあたって、巻末の注を脚注に異動し、必要に応じて「編者註」も追加したものである。 

図と写真は編者が作成・撮影して本文に追加したものである。 

 

2019年 6月 

 

編者 田口重久 <omdoyok@infoseek.jp> 
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